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①事業所紹介 
• ＜株式会社 クリエイティブジャパン＞ 
 体験者：三島  体験期間：８月20日～８月31日 
  

 WEBサイトの制作・更新や、職業訓練生や学生、一般の方へ向けたパソ
コン講座を開講しています。その他IT活用に関する企画や、パンフレット・
チラシの制作など幅広く取り組んでいます。 
 

・＜株式会社 トーン＞ 
 体験者：阪本  体験期間：8月16日〜17日、9月3日〜5日 
  

 筑豊地域を対象としたフリーペーパー(Chikuski)の発行を行っている会社
です。その他イベント関連事業、デザイン関連事業全般も行っています。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　株式会社クリエイティブジャパンは、WEBサイトの制作・更新や職業訓練生や学生、一般の方へ向けたパソコン講座を開講しています。その他、IT活用に関する企画やパンフレット・チラシの制作など、幅広い分野に取り組んでいます。

阪本
　株式会社トーンは、筑豊地域を対象としたフリーペーパーChikuskiの発行を行っている会社です。その他イベント関連事業、デザイン関連事業全般も行っており多岐にわたる事業をされています。また、飯塚市役所内ではカフェ、「雲を蒔く」も運営しています。




②体験目的 
 

【三島】 
・自分の中で職業観を確立するため 
・限られた学生の時間を有意義に使うため 

 

【阪本】 
・積極性の向上 
・社会人に必要なスキルを学ぶ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
私がインターンシップに参加しようと思った目的・理由については大きく２つあります。それは、自分の中で職業観を確立したいと思ったということと、学生である時間を有効活用しようと思ったことです。大学生活が1年経過した際、私は自分の将来設計について考えると共に、1年間の反省をしました。将来について考えれば考えるほど、「そもそも『働く』とは何か」ということや、「社会人になって働いていくために、学生の今からでもできることはないだろうか」という考えが巡りました。また、これまでの大学生活では、時間がいたずらに経過していたような印象がありました。今後の学生生活において、意識を高め、有意義に過ごしていくことも考え、インターンシップに参加することを希望しました。

阪本
　私は昔から積極性のある行動をすることが苦手で、何かするときも友人と一緒ということが多く自分一人では何かしようとすることできませんでした。しかし、ずっとこのままではダメだと感じ自分一人でも物事に進んで取り組めるようになりたいと思いました。また、働くことはアルバイトとどう違い、社会に出たら、どのようなスキルが必要なのかということも学びたいと考え、プレ・インターンシップに参加することを決めました。




③活動内容 No.１ 

【三島】 
 

・受付業務 
  
・外勤 
 
・その他作業系の業務 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　私がインターンシップ先でさせて頂いたことはとても多くあるのですが、大きく分けて受付業務・外勤・作業系の業務をさせて頂きました。受付業務については、受入先の企業がパソコンとタブレットの貸し出しをしているということで、その貸し出しに関する業務と来客応対、そして電話応対をしました。外勤については、雑誌記事の内容確認を目的とした取材先への訪問、受入先で開催している講座等の広告・チラシの仕分け、その広告の設置・配布を目的とした役場や店舗への訪問に取り組みました。そのほか、作業系の業務については、パソコンを使った作業、雑誌の記事に関する作業、バスや電車の時刻表の修正・確認、会議室の片づけ・設置など、多数のことをさせて頂きました。





③活動内容 No.２ 
【阪本】 
 

・撮影・営業への同行 
 
・会議参加 

 
・パソコンでの編集作業 

 
・パンフレットの袋詰め等 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
阪本
　インターンシップ先では多岐にわたる業務をさせていただきました。まず、撮影や営業への同行です。チクスキにお店を載せてくれそうなところへ訪問に行ったり、載せることが決まっているお店にはどのようなデザインで載せるか、撮影の有無を確認したりなどの打ち合わせをしている姿を見学させていただきました。次にパソコンでの編集作業です。イラストレーターを使って画像の切り取り作業やチクスキの電子書籍作成のお手伝い、最後のページに載せるカレンダーの編集作業をさせていただきました。このほかに、チクスキに載せる内容の企画についての会議やイベントの振り返りの会議にも参加させていただきました。




④学んだこと  
【三島】 
・不明瞭な点は些細な事でも確認する 
・人と対話する時は表情に注意する 
・興味・関心を抱くこと 
 

【阪本】 
・迷ったら行動を起こす 
・人の話を聞くときは、理解、要約、確認が大事 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　様々なことを学ぶことが出来ましたが、ここでは３つ発表させていただきます。まず、不明瞭なことはそれが些細な事であったとしても確認すること、人と対話するとき表情に注意すること、興味・関心を抱くことです。これらは、インターンシップ中に特に意識していたことでもあります。自分で何が分からないのかを相手に伝えることができなければ、相手も教えることはできず、結果自分も分からずじまいということになります。また、それを伝える１つの手段が「表情」だと思いました。電話応対の際もそうでしたが、例え声しか伝わっていないという状況でも、表情を意識することで相手にも伝わると指導を頂きました。また、自分をスキルアップさせるためにも興味・関心を持つことはとても大切だと教えて頂きました。


阪本
　インターンシップに参加して学んだことは迷ったら行動を起こすことです。私は5日間積極性のある行動を意識してインターンシップに臨みました。1日目に積極的な行動を起こすことができずに後悔しました。そのため、2日目以降はインターンシップに参加するからには何かをしなければと、感じ積極的にお仕事のお話を聞かせていただいたり何も指示されていないときは、自分でできることを探すなどして行動することができました。次に人の話を聞くときは理解、確認、要約が大事だということです。営業へ同行させていただいた際にお客様の話を聞きながら社員の方がこれらの作業をしっかりと行っていて、お客様との話し合いが円滑に進んでいる場面はとても印象的でした。自分で話を聞けたと思っていても、間違っていることもあると思うので確認作業は特に大事だなと感じました。




⑤課題 
【三島】 
・表情に注意する 
・興味・関心の幅を広げる 
 
 

【阪本】 
・人の話を聞いたら、しっかり確認をする 
・説明するときは要点を絞る 

6 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　私の今後の課題は表情に注意すること、自分の興味や関心の幅を広げることです。相手にきちんと自分の意思を伝えるという意味でも「表情」は大切だと思いました。「顔は見えていないから大丈夫だ」と自分で思っていても、聞き手にはどのように伝わっているのかは分からないということ、また、これも1つのコミュニケーションツールなので、見えない表情にも注意していくことは自分の課題だと思いました。また、自分の興味・関心を広げることは、先にも述べたコミュニケーションツールを学ぶだけでなく、その他のことでも学べることはあると思ったので、自分の興味・関心を広げることも今後の課題だと思いました。

阪本
　私は人の話をしっかりと聞くということと、要点の絞った説明ができるようになることが課題だと感じました。人の話を聞くというのは当たり前かもしれませんが、だからこそ疎かになっている部分もあると思うのでちゃんと理解し、それを確認するという作業ができるようにしていきたいと感じました。次の要点の絞った説明は、私は全てを話そうとして逆に何が言いたいかわからなくなってしまうことがあります。しかし、インターンシップ先で、会議に参加し、皆様の話を聞いて簡潔に大事なところを話しており、とてもわかりやすい説明だなと感じました。私も全てを話そうとするのではなく、どこが大事なのかをもっとよく考えて説明をできるようになりたいと思いました。




⑥今後の学習計画 No.１  
【三島】 
 
・表情を「意識する」 （笑顔が大切！） 
 
・多くの人と話せる場を自分から作る 
 
・活動領域を広げること 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　私の今後の学習計画は、表情を意識すること、人と話せる環境を求める、活動領域を広げることです。ボランティア活動など、様々な体験をすることで、人と話せる環境を作ることが出来るので、そのような場面で表情を意識したり、人と話す能力を身につけることが出来ると思うので、このようなことを今後は課題として、スキルを身につけたり、学んでいきたいと思います。




⑥今後の学習計画 No.２  

【阪本】 
 
・授業など普段の生活から話を聞く態度を変え、自分の中 
で聞いた話を整理し、理解しようと努める 
 
・何かを説明する際には、いきなり説明するのではなく言 
いたいことを絞り、一つずつ話す 

 
 

8 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
阪本
　今後は普段の授業などから話を聞く態度を改めていきたいと思います。授業では、ペアワークやグループワークなどで人の話を聞く場面が多くあると思うので、その時にインターンシップで学んだ理解、要約、確認をしていきたいと思います。説明するほうも何か友人に質問されたときやアルバイト先でお客様に何か聞かれたときに大事な部分や質問されたことが何なのかを理解して説明することをしていきたいです。





⑦インターンシップを終えて 
【三島】 
・「働く」ということは、社会・会社に貢献する、また社
会に影響していくことだということだと思った。 
・「職業観」については、自分の行動は直接ではなくとも、
社会に影響するという自覚または覚悟が必要だと思った。 
 

【阪本】 
・インターンシップに行き、話す・聞くは社会人になるに
あたって大事な能力だと感じた。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
三島
　実際にインターンシップを終えて、目的だった「働く」意味や職業観を自分なりに考えることができたと思います。「働く」ということは、社会や自分が属する会社に対して貢献することであり、また、社会に影響していくことだと思いました。そして、「職業観」については、先にも述べたように自分の働きや行動が社会に影響するという自覚や覚悟が必要であると思いました。

阪本
私はインターンシップに参加し、話すこと、聞くことはとても大事な能力だと感じました。基本的なことかもしれませんが、どんな職種でも誰かと連携して仕事をしなければなりません。自分の考えをきちんと伝え、相手の話もしっかり聞くということは円滑に仕事を進める上で重要なことだと思います。社会人になるまでに話す、聞く能力を身につけていきたいと思います。
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